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1．高森町の景観計画策定の背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リニア中央新幹線の飯伊地区開通（2027 年予定） 

リニア中央新幹線（2027 年予定）や中央自動車道座光寺スマート IC（2021 年予定）など高速

交通網整備が進んでおり、飯田市に隣接する高森町も多様な効果が想定されています。 

◆熊谷元尋町長 ３期目の公約 

 2014 年（平成 26 年）１月、町長 3期目再選

の際、公約として「景観を町の財産ととらえ、

景観条例の制定に取り組む」としています。 

◆土地利用計画の策定 

 2016 年（平成 28 年）3月、高森町土地利用

計画を策定しました。土地利用計画を検討す

る過程で、高森町の眺望、町並み、風景など

の景観をどのように守るかと景観まちづくり

の必要性が指摘されてきました。 

景観行政団体移行に向けて、景観計画の策定に取り掛かる 

（平成３０年の景観行政団体移行を目標とする。） 

 

■高森町の自然豊かな農村風景、歴史・文化的資源と調和した町並みを守る。 

 ・土地利用計画の白地地域の無秩序な開発を防ぐ。 

 ・土地利用計画の「宅地化ゾーン」「工業地ゾーン」「商業地ゾーン」および主要 3 道路沿

線の開発が、周囲の風景・町並みと調和するように誘導する。 

景観計画の目的 

 

・高森町の「個性」を活かしたまちづくり 

・自然環境、歴史文化資源の保全 

・現在、規制のないものに対するルールづくり（例：太陽光発電施設設置など） 

・観光、産業の振興 

【補助金・交付金について】 

 景観行政団体に対する国・県等の直接的な経済支援は、ありません。しかし今後、町独自

で景観計画に基づく整備などが進められることは、予想されます。 

景観計画策定のメリット 
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2．高森町が目指す景観まちづくり 

町として適正な土地利用のコントロールに加え、町独自の景観計画を策定して景観に対する基

本方針・方向性を示し、地域、住民の皆さんとともにまちづくりに取り組んでいくことを目指し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「土地利用と景観保全・育成」の背景  

■高森町の景観まちづくりが目指す効果（目的） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この町に住みたい、住み続けたいと思える居住環境づくり 

周囲にお店がある、交通の便がよい等生活に便利なだけでなく、自然や眺望に優れた景観要素

も、移住・定住者を受け入れ、従来の住民も住み続けたいと思わせる魅力の一つ 

○魅力ある産業の振興 

 農業や観光などそれぞれの産業分野にて、景観を経済価値として活用する 

 農業支援による農地景観の保全、商店街の活性化（誘客）、働きやすい環境での操業（企業誘致） 

○人・モノを惹きつける魅力づくり 

リニア中央新幹線など高速交通網利用者等を町へ惹きつける魅力をつくる 

里山や段丘林、河川などの自然、生態系を守り、次代へ遺す 

《町の現状、背景》 

○リニア中央新幹線、座光寺スマート IC の整備 

○計画的な土地利用コントロールの不足 

○飯田市に隣接する利便性から移住・定住が増加 

○急速な増加予想の高齢化、空き家増加 

○農家の高齢化、担い手不足、農業収入の低下等 

○山林や段丘林、河川等の豊かな自然  

○地形の高低差が生み出す眺望景観 

○景観形成住民協定による取り組み 

○自治組織や消防団の加入者減 

《景観まちづくりの課題》 

→高速交通網を利用した誘客 

→宅地、産業地、太陽光発電施設等の適正配置 

→移住・定住しやすい住宅環境の構築（魅力） 

→居住環境の魅力低下 

→遊休農地の増加（景観上の阻害、農業振興） 

→癒しを与える要素 

→高森町の景観的特長（眺望景観） 

→住み続けられる地域、魅力ある地域づくり 

→地域の祭事など伝統文化の継承不安 

《町の景観に関する住民の意識（アンケート結果から）》 

□町の発展、活性化のための農地活用は許容、優良農地の保全のためには、農業支援が不可欠 

□遊休農地の適正な誘導（オーナー制度、市民農園、計画的な再生と転用） 

□町の自然、眺望、歴史・文化的資源と調和した住宅地の形成 

□空き家の対応、道路・河川、竹林等の管理（手入れ） 

□太陽光発電施設等の設置規制・ルールの必要性 

□上段道路からの眺望景観の保全、沿道の緑化、花壇の設置、及び管理（除草） 

□広域農道(フルーツライン)沿線の利活用（交流軸としてにぎわいの創出） 

□広域農道沿線から見える周囲の山並み、段丘林等への眺望を生かせる建物の配置 

□国道 153 号沿線の景観づくり、建物の大きさや看板のデザイン、色などのルール化 

□国道 153 号沿線の緑化（花壇、植栽）と維持管理（除草、樹木の剪定） 

□昔からの住民と新たな住民との「価値観の共有や協調・相互理解」 

□住民と行政の協働による景観まちづくりが望まれる 
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3．高森町の景観保全・育成のための手段（景観育成基準）について 

高森町の景観を保全･育成していくための手段として、建築物および、工作物等の建築行為に

ついて、ルール（規制）を定めて取り組みます。    

現在は、「長野県景観育成計画」と上市田、牛牧区で行っている「景観形成住民協定」の２つ

のルール（規制）で行っていますが、今後は、高森町が景観行政の主体となり次のような枠組

みを考えていきます。  

 

『景観保全・育成の概念』 
 

【長野県景観育成計画による取り組み】    【景観形成住民協定による取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高森町内においても、保全すべき農地の集合地、住宅地、国道や農道沿線など町全体を見渡し、

長野県計画をベースとしながら、今後の景観保全・育成および、土地利用を考慮した景観地域区

分（景観ゾーン）を分類し、それぞれの地域に応じた規制を考えます。  

 

＜景観保全・育成のための規制イメージ＞ 

 

［長野県内を対象とした基準］ ［高森町内を対象とした基準］  ［地域の個性を育む基準］ 

 

＜     ＜ 
 

 

高森町内では、「上市田区」「牛牧区」の２地域で景観形成住民協定を締結して取り組んでいま

すが、それぞれ協定内容は異なります。  

高森町景観計画にてゾーンごとに定める予定の景観形成基準内容と住民協定で異なる場合、基

準内容がより明確なものを優先することとし、必要に応じて景観形成住民協定の一部改定などを

各区と調整を行います。  

  

長野県全体（景観行政団体都市を除く）を対

象とし、“信州らしい”、自然や歴史・文化、

暮らしがつくる風土を守るための取り組み 

 

主に、大規模な開発行為に対して 

■建築物及び工作物等の高さ、色等の規制 

■土地の形質、形状に対する規制 

を設けたもの 

自分たちの住んでいる地区が、より住み良い

環境となるようお互いに理解・協力のもと、

魅力ある地区をつくるための取り組み 

 

地区内での建築及び工作物等の行為に対して 

■建築物及び工作物等の高さ、色等の規制 

■地区内の緑化、清掃活動など環境美化活動 

を設けたもの 

 

長野県計画による景観

形成基準 

 

高森町景観計画による

景観形成基準 

 

住民協定を結んで地域

で行う景観形成基準 
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4．景観保全・育成に向けたゾーニング検討 

長野県および、県内市町村の景観地域区分は概ね次のとおりです。それぞれの市町村も長野県計画を基本とした「山間部」「田園」「都市」の地域区分と軸としての区分「沿道」などを組み合わせて設け、 

地域特性に合わせた基準を設けています。    

高森町においても、長野県計画による地域区分を基本として、地形条件や将来のまちづくりを見据えて地域区分を考えます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高森町 長野県 飯田市 伊那市 駒ヶ根市 箕輪町 南箕輪村 山ノ内町 下諏訪町

山地・高原地域

山地・高原

住居地域 都　市 新規住宅地区

（用途地域） 街なか商業地区

沿道 河川 河川 沿道商業地区

沿　道 河川 沿道 段丘 春宮沿道地区

沿道地域 河岸段丘 段丘林 沿道 甲州道中地区

主要工業地区

街なか住宅地区

山地・高原地域

山麓田園地域

田園地域

市街地地域

山地・森林地域

田園地域

住居地域

高原地域
（上信越高原国立公園）

※上記面的地域に含む沿道地域
景観道路軸

（重点地域の一つ）

山地・森林地域

田園地域

住居地域

商工業地域

都市の田園

中心市街地

周辺市街地

市街地

中山間地域地域
（竜東地域）

市街地地域

山地・高原

山岳・自然公園

商工業地域

田園地域
観光・田園地域

周辺田園・
河岸段丘地域

田園

山岳地域

山麓高原地域山地・森林

山地・里山地区

里地住宅地区

沿道（重点）

田　園

段丘林（重点）

田園居住地域

商工業地域
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5．景観ゾーニング図（草案） 
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高森町の特徴を生かすまちづくりのために（景観育成重点地区） 

景観まちづくりに取り組む中で、高森町の特徴を生かしていくため、「段丘林」と「広域農道（フルーツライン）」を町の景観重点地区と位置づけたい。 

 

段丘林 広域農道（フルーツライン） 

高森町土地利用計画の検討にて実施した宅地や農地の適地分析から、まち中の森林は、あまり適さないこと。

さらに土砂災害の警戒区域に指定されていました。 

このため高森町の段丘林は、上段からの

見下ろし又は下段から見上げた眺望に映え

る特徴ある緑の景観資源であると同時に防

災面から治山・治水機能を守るためにも重

要であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高森町土地利用計画にて、広域農道（フルーツライン）、上段道路、国道 153 号の３つが町の骨格と捉えてお

り、さらに地域の生活や経済の支援だけでなく来訪者を迎えられる場と位置づけています。 

 リニア中央新幹線、座光寺スマート IC 開設を控え、特に広域農道は、町の交流軸として、適正な土地利用

と保全を両立させ、景観まちづくりを目指す重要路線と位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段の里山から天竜川にかけて

の段差が特徴であると同時に自然

災害に対する備えとして重要 

景観保全とともに開発を抑え、

治山・治水機能を維持したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地 区 設定理由 

おもてなしと暮

らし型の沿道 

広域農道沿線は、優良農地と宅地化が進んでいる区聞がありま

す。今後は、宅地化しながら町全体のまちづくりを図り、南北の

「町の交流軸」を形成することが将来的にも重要です。また、来

訪者を迎え入れ、おもてなしできる仕掛けが必要とのご意見を踏

まえ、広域農道沿道を来訪者が交流できるおもてなしと町民の住

宅暮らし形成のための沿道とします。 

景観保全型の沿

道 

上段道路の沿道は自然・景観に優れていますので、周辺を含め

た景観を保全する沿道とします。 

商業･業務サー

ビス型の沿道 

国道 153 号は、リニア中央新幹線長野県駅へのアクセス道と

して、開発の影響を受けることが予想されることから乱開発の防

止、景観の維持向上が必要です。町を代表する幹線道路として、

商業や業務サービス型が充実される沿道とします。 
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6．景観ゾーン区分と景観基準 

 

ゾーン区分と範囲 地域特性と区分理由 

【山地・高原地域】 

中央自動車道より上段部に位置する森林地域 

自然公園法による自然公園（中央アルプス県立公園）、国有林、 

地域森林計画対象民有林、保安林 

◆町の上段部に位置する里山の森林地域で、大半が都市計画区域外の非可住地です。 

◆下段地域や対岸の豊丘村からも大きく視野に入る自然地で、「外へ向けて魅せる町の特徴」の１つです。 

さらに生態系保全や町の防災面（水源や土砂災害対策など）など多様な役割をもっており、これらの機能を生かす上でも

開発行為をできるだけ抑えるべき地域として位置づけます。 

【段丘林地域】 

中央自動車道より下段に位置する森林地域 

地域森林計画対象民有林及び保安林 

◆高森町の段丘林は、下段から見上げる緑や上段から見下ろす眺望に森林の緑が映える町の最も特徴的な風景の１つです。 

◆段丘林の周囲は農地や宅地があり、身近な緑として生活空間に憩いと潤いを与えています。 

◆生態系を壊さず、町の緑が生える樹種の育成など段丘林の保全・育成に努めていくべき地域として位置付けます。 

 

【現在の該当ゾーンと主な基準（長野県育成計画）】                ＜高森町景観計画として追加又は変更すべき内容＞ 

行為の種類 山地・高原地 
 

山地・高原地域 段丘林（重点地域） 

建
築
物
及
び
工
作
物 

配  置 

道路からできるだけ後退（10 メートル以上後退に努める）  
○太陽光発電施設に対する制限が必要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○里山景観を壊さない色彩制限の明確化が必要 
（色調の指定、色数の制限） 
 
 
 
 
 

 
○建築物及び工作物の開発規制を設けたい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○町のシンボルとなる段丘林を生かせるよう色彩制限

の明確化が必要（色調の指定、色数の制限） 
 
 
 
 

敷地境界からできるだけ離し、ゆとりある空間を確保 

地形の高低差を生かして、周辺の自然景観に調和する配置 

りょう線や斜面上部への配置はできるだけ避ける 

規  模 

著しく突出しない規模、建築物等と敷地との釣り合い、高さ 

原則として周辺の樹木の高さ以内 

樹高以上になる場合は周辺の景観と調和する形態 

形態・意匠 

周辺の景観に調和した形態、全体としてまとまりのある形態 

周辺の山並みと調和 

原則としてこう配屋根、適度な軒の出を有するものとし、 

こう配は周辺のスカイラインと調和 

大規模な平滑面が生じないよう、陰影等壁面の処理に配慮 

河川、鉄道及び道路に面する壁面は、デザイン等に配慮 

屋上設備は外部から見えにくいよう工夫 

非常階段等付帯設備は、繁雑な印象を与えないよう工夫 

材  料 

周辺の景観と調和し、耐久性に優れた材料を用いる 

反射光のある素材を極力使用しない 

地域の優れた景観を特徴づける素材を活用 

色 彩 等 

けばけばしい色彩とせず、周辺の自然景観と調和した色調 

色数を少なくする 

照明を行う場合は、周辺の建築物等との調和 

敷地の緑化 

樹木等を活用し、門、塀等による場合は、周辺の景観と調和 

駐車場、自転車置場等は、周囲の緑化に努める 

樹木を活用して、水辺の景観に配慮 

特定外観意匠 

配置 
道路等からできるだけ後退 

河川等の水辺や山並みなどの眺望を阻害しない 

規模、形

態・意匠 
周辺の景観に調和する形態・意匠とし、必要最小限の規模 

材料 
耐久性に優れ、退色･はく離等の生じにくいもの 

反射光のある素材の使用は、周辺との調和に十分配慮 

色彩等 

けばけばしい色彩とせず、周辺の自然景観と調和した色調 

使用する色数を少なくする 

光源で動きのあるものは、原則として避ける 

  



 

8 

 

 

ゾーン区分と範囲 地域特性と区分理由 

【沿道地域（重点地域）】 

伊那南部広域農道（フルーツライン） 

◆国道 153 号に次いで、町の幹線道路として機能しているフルーツラインは、周囲の農地や上段および、下段の眺望に優れ、住民や来

訪者に親しまれており、町の顔となりつつある道路です。 

◆座光寺スマート IC 開設などを控え、沿道の開発需要が増加することも想定される他、来訪者を“おもてなしできる道路”としての位

置づけもあり、適正な土地利用の誘導と周辺景観が特に重要な道路となります。 

◆景観計画においても重点地域と位置づけ、沿道環境の保全・育成を図ります。  

【沿道地域】 

国道 153 号線、上段道路 

◆国道 153 号線は、町を代表する幹線道路として住民や来訪者が行き交う道路で、商店や業務サービス型施設の開発が進んでいます。 

◆上段道路の沿道からは、田園風景や遠景の山々、段丘の森林の緑など町内が一望でき、自然景観に優れた道路です。 

◆それぞれの道路からみえる風景が、町のイメージや印象を与える要素として大きく、まちづくりの観点からも景観の保全・育成が必

要な軸として位置づけます。 

 

【現在の該当ゾーンと主な基準（長野県育成計画）】                  ＜高森町景観計画として追加又は変更すべき内容＞ 

行為の種類 沿道地域  広域農道（重点地域） 国道 153 号・上段道路 

建
築
物
及
び
工
作
物 

配  置 

道路からできるだけ後退（5 メートル以上後退に努める）  
○丘陵な地形を考慮、眺望範囲を確保する後退、規

模の明確化 
 
○下段エリアからの眺望（見上げ）を考慮した高さ 
 
 
 
 
○丘陵部や周囲の農地、遠景の眺望を確保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○色数の指定、色調の明確 
※市田柿のイメージカラーは許容 
 
 
 
 
 
○来訪者に分かりやすく、眺望を妨げない色彩・デ

ザインへの明確化 
（色数・色調・規模） 
 
 

 
○飯田市、松川町と続く連担の道筋のふさわしい景

観づくり（国道 153 号） 
 
 
 
 
 
 
○段丘林など沿道からの眺望を確保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○経済効果を生み出せる範囲でルールが必要 

 

 
 

敷地境界からできるだけ離し、ゆとりある空間を確保 

眺望を極力阻害しない 

規  模 
著しく突出しない規模、建築物等と敷地との釣り合い、高さ 

高層の場合には、空地を十分確保し圧迫感を生じさせない 

形態・意匠 

周辺の景観に調和した形態、全体としてまとまりのある形態 

背景のスカイライン及び周辺の建築物等の形態との調和 

建築物等の上部及び正面のデザインを工夫 

周辺に伝統的な様式を持つ建築物が多い場合、 

その様式を継承又は取り入れた意匠に努める 

大規模な平滑面が生じないよう、陰影等壁面の処理に配慮 

河川、鉄道及び道路に面する壁面は、デザイン等に配慮 

屋上設備は外部から見えにくいよう工夫 

非常階段等付帯設備は、繁雑な印象を与えないよう工夫 

材  料 

周辺の景観と調和し、耐久性に優れた材料を用いる 

反射光のある素材を使用する場合は周辺との調和に十分配慮 

地域の優れた景観を特徴づける素材を活用 

色 彩 等 

けばけばしい色彩とせず、周辺の建築物等と調和した色調 

色数を少なくする 

照明を行う場合は、周辺の建築物等との調和 

敷地の緑化 
樹木等を活用し、門、塀等による場合は、周辺の景観と調和 

駐車場、自転車置場等は、周囲の緑化に努める 

特定外観意匠 

配置 
道路等からできるだけ後退 

河川等の水辺や山並みなどの眺望を阻害しない 

規模、形

態・意匠 
周辺の景観に調和する形態・意匠とし、必要最小限の規模 

材料 
耐久性に優れ、退色･はく離等の生じにくいもの 

反射光のある素材の使用は、周辺との調和に十分配慮 

色彩等 

けばけばしい色彩とせず、周辺の建築物等と調和した色調 

使用する色数を少なくする 

光源で動きのあるものは、周辺の景観との調和に留意 

 


